
【実施日】

【構成員】 （○）グループ長

グループ１　　○横山義博、荒川佳一、長嶺一也、村松尚、横山知世志

グループ２　　○渡辺葉月、山内豪、堤信也、根本謙一、根本剛

グループ３　　○櫻井幹夫、大竹惣、小島裕子、渋井清隆、星次、鈴木繁明

【来場者数】

日　時 地　区
担当

グループ 会　場 男 女 計

６月１８日(土)
午前10時～

高田A（高田１～９区） 3 じげんプラザ 2 1 3

６月１８日(土)
午後２時～

藤川 3 藤川分館 1 1 2

６月１９日(日)
午前10時～

赤沢 3 赤沢分館 20 1 21

６月１９日(日)
午後２時～

新鶴B（佐賀瀬川、上平、米
田、境野、鶴野辺）

3 新鶴生涯学習センター 1 0 1

６月２０日(月)
午後７時～

旭 2 旭分館 5 3 8

６月２１日(火)
午後７時～

高田B（高田10区～15
区）

1 じげんプラザ 6 0 6

６月２１日(火)
午後７時～

東尾岐 2 東尾岐分館 4 0 4

６月２２日(水)
午後７時～

永井野 1 宮川生涯学習センター 6 0 6

６月２３日(木)
午後７時～

尾岐 1 尾岐分館 7 0 7

６月２３日(木)
午後７時～

本郷B（福重岡、氷玉、大石
（柳西除く）、穂馬）

2 福永地区集会所 3 0 3

６月２４日(金)
午後７時～

本郷A（本郷１区～31
区、柳西）

1 本郷生涯学習センター 8 1 9

６月２４日(金)
午後７時～

新鶴A（新屋敷、和田目、立
石田、小沢、沼田）

2 新鶴生涯学習センター 2 0 2

65 7 72

　令和４年６月１８日から６月２４日　（１２会場）

※このまとめは、町からの情報提供（令和4年8月時点）を基に、議会が作成したものです。
　　記載内容は要約してあります。受け止め方が違う場合もあるかと思いますが、ご了承くださいます
　　ようお願いいたします。

会津美里町議会地区別意見交換会まとめ

令和４年11月1日　

会津美里町議会　

　議会基本条例に基づき、町民の皆さんの意見を拝聴するため、「こころと身体の健康につ
いて」をテーマとし、６月に地区別意見交換会を開催いたしました。
　ご参加いただいた皆さんから、多くのご意見・ご要望をいただきありがとうございました。主
な要望・課題、進捗について町へ確認を行い、取りまとめましたのでご報告いたします。



【 高田A 】
町民意見 当日議会回答 町確認結果

75歳以上の受診率が低いが、
集団健診に来れるのは自転車
や歩いて来れる人、家族に送っ
てもらえる人だけです。

足の悪い高齢者の一人暮らし
には難しいですね。

あいあいタクシーや施設健診をご利用
ください。

骨密度の検査を入れてほしい。
（80代女性）

検査項目を増やしてほしいなど
の町によるアンケート調査があ
ればいいですね。

国の指針に沿って現在、骨密度の検
査は７０歳までとしています。

近所にゴミ屋敷があり火災等
が心配であるが、住人が高齢の
ため、片付けられない。行政で
何らかの対応はないか。

処分料が発生することもあり、
特定の方だけとはいかないと思
うが担当課へ伝えます。

サービスの利用が必要な方であれば、
包括支援センター等で様子をみて支
援に繋げることも可能ですが、単にゴ
ミ屋敷の整理であれば福祉的な対応
ではないと判断しています。

国保の保険税が高いように感じ
るが、保険税は上がっているの
か。

変わっていません。社会保険と
違い事業者負担がないため、国
保は高くなります。

税率は平成30年度から同じです。

区長として町への陳情等は区
長会要望や、区長名で行う。ま
たは、議員に依頼するなどある
が、早期の解決法を知りたい。

区長会の方が良いと思います。
町に上った要望は必ず調査し、
優先順位を決めて実行していま
す。

すべての要望に対応することは困難で
あるため、内容を踏まえ、緊急性等を
考慮し、優先順位を決めて実施してい
ます。

クリーンアップ作戦の集合場所
や作業区域がゴミの無いところ
になっている。軍手等も余り無
駄が多いことから見直す必要が
あるのではないか。

検討が必要と考えます。 クリーンアップ作戦については、７月が
河川愛護月間となっていることから河
川の清掃を目的として行っております。
集合場所につきましては、分かり易い
最寄りの橋梁としており、作業区域に
つきましても河川清掃という観点から
今後も多くの方の参加を求め、継続し
行ってまいりたいと考えておりますので
ご理解をお願いします。

高田地域の区編成について、人
口減少や空き家増加により地
区事業が成り立たない状態で
あり、長期計画の中で再編成を
求める。

意見として対応します。 自治区の再編成については、町として
も課題として認識しています。自治区
それぞれの成り立ち等があるため、個
別の自治区と協議しながら、長期的な
視点で検討を進めてまいります。



【 高田B 】
町民意見 当日議会回答 町確認結果

遊休町有地を多子世帯や移住
者に無償譲渡し、固定資産税
徴収により、税収の増加にもつ
ながるのではないか。

担当課へ伝えます。 ご意見の遊休町有地の所在地や立地
条件を考慮した上で宅地として活用
できる土地を無償譲渡することは、人
口減少対策や税収の増加などの効果
が見込めるものと推察されます。その
一方、町が所有する財産は、真に必要
な財産のみを所有することを目的とす
る公有財産利活用処分方針に基づ
き、公平性を確保する観点から、遊休
財産のうち不要財産については、原
則、一般競争入札による売却により、
財源確保に努めております。
なお、多子世帯や移住者への支援に
つきましては、現在も移住者や若者世
帯が住宅を取得する際に補助金を交
付しており、引き続き住宅取得に対す
る支援を行うことで人口減少対策に
取り組んで参ります。

道路に出ている木の枝を切って
もらえない時はどうしたら良い
か。

道路管理者に連絡する方法が
あります。

伐採済み
（7月19日確認）

町営駐車場に常時長時間の駐
車が見受けられる。公平性を確
保するためにも早急に対策を講
じる必要があるのではないか。

担当課へ伝えます。 イベントの際には、自動車のフロントガ
ラスに貼紙（内容　長時間の駐車はご
遠慮ください）を貼付し、注意喚起を
行っているところではありますが、無料
駐車場であることから、違法駐車では
ないため、モラル、マナーの問題であり
苦慮しております。今後は駐車場として
のあり方について、更なる対策につい
て検討してまいりますのでご理解願い
ます。

意見交換会には、区長が出席
できるような体制と活動が必要
であり議会に対して対処を求め
る。

意見として対応します。 （議会）令和元年には、各区長に開催
文書を手渡しし、お伝えしました。今後
も、皆さまが参加しやすいよう検討して
まいります。



【 永井野 】
町民意見 当日議会回答 町確認結果

国道401号線の松岸川原地域
内を現在もスピードを出す車が
多い。博士トンネルの開通に向
け、交通安全対策が必要であり
速度制限やう回路整備等の策
を講じてほしい。

要望として受付けました。 速度制限については、警察署に要望し
てまいります。

鳥獣等の小動物対策の充実。 鳥獣対策室を設置し地域おこし
協力隊を含め、本年度より対応
しております。

野生鳥獣（小動物）対策につきまして
は、現地確認を行い、被害を与える動
物の特定や被害対策に関する支援を
行っております。
また、アライグマなどの特定外来生物
につきましては、町許可による有害鳥
獣捕獲を行い、被害防止に努めており
ます。

国道401号線の永井野本村内
の舗装改善してほしい。

要望として受付けました。 上下水道工事の仮復旧部(高田1区
集会所付近～永井野郵便局付近)に
ついては、年内に工事完了の予定で
す。

永井野地区内の２件の空き家
に対し対応情報を求めているが
返答がない。
限界集落、空き家対策について
しっかり対応してほしい。

空き家対策はパンフレットで皆
さんにお知らせしています。
永井野地区内の空き家問題の
経過を確認します。

１棟については、特定空家等へ認定し
空家特措法に基づく指導を実施中で
あり、１棟については、所有者等確知
作業中です。

地域住民との説明会はこのタイ
ミングにした理由を聞きたい。

（議会）町民の皆さまからのご意見、
要望を政策につなげ、次年度予算に
計上できるよう、例年この時期に開催
しております。



【 旭 】
町民意見 当日議会回答 町確認結果

健診を受けた人へ特典を付け
てほしい。

類似したものでふくしま健民
カードや、会津美里町健康パス
ポート事業もありますが浸透し
ていないのが現状です。

会津美里町健康パスポート事業では、
健康診査受診者に1,000ポイント、が
ん検診受診者に200ポイント加算され
ます。
自費で健診を受けたデータを町に提
供したときに謝礼をお渡ししておりま
す。

地区の保健係が廃止となった
が、しっかり育てれば健診率も
上がると思う。健康ふくし課で
「上げよう」と言うけどハッキリと
した政策は何か。

担当課へ確認します。 「健やかで人にやさしいまちづくり」を
政策として、健康状態を毎年確認し健
康的な生活と体づくりに取り組むこと
を基本に、健診の受診率向上に取り
組んでいます。



【 藤川 】
町民意見 当日議会回答 町確認結果

私は歯の定期検診、運動習慣
の指導を受けています。歯の健
康を保つことは認知症の予防に
もつながり、国もバックアップし
ようとしているが、町はどのよう
に支援するのか。

検診を受け易いよう町に働きか
けます。

「集いの場」で、口腔機能の低下予防
について歯科衛生士の指導を実施し
ています。今後、国の動向をふまえな
がら検討していきます。

こころの健康についてはコロナ
禍のこの二年間の情報が重要
です。今回の資料ももっと新しい
データにしてほしかった。コロナ
禍で女性のストレスが増えてき
ているのは明らかです。しっかり
ケアをしてほしい。

その通りで、実態を把握すべき
です。また、確かに新しいデータ
が良いので、今後気を付けま
す。こころの健康については、
ゲートキーパーの取り組みを広
げていきます。

毎月、こころの健康相談を実施しケア
に努めています。

藤川分館の使用頻度から、あと
２年間存続する意味はないとは
思うが、解体後の一時避難場所
をどうするのかを示してほしい。

様々な角度から、理解が得られ
るように町と話していきます。

災害時の避難については、避難所や
避難場所だけでなく、安全な場所にあ
る親戚や知人宅に行くことなども一つ
の方法です。日ごろからハザードマッ
プを確認して、住んでいるところにどの
ような危険性があるのか知っておくこ
とも重要なことだと考えております。

町負担金が大きい只見線を利
活用し、二次交通の整備と観光
振興に有益となるよう検討して
ほしい。

会津美里町に人を呼び込む只
見線を目指し提案していきま
す。

10月全線開通の只見線につきまして
は、２次交通の整備と観光振興の両面
での利活用の方法を考えている状況
です。
現段階では、一般社団法人会津美里
町観光協会と町がタイアップした只見
線をメインとしたフォトコンテストを実施
し、只見線への関心を集めるとともに、
映像による情報発信に努めておりま
す。

西勝の交差点に除雪で外れた
縁石があるが、通行の邪魔なの
で何とかしてほしい。

県道だが管理者である町にも
責任があるので、担当課へ伝え
ます。

修繕済み
（7月15日確認）



【 赤沢 】
町民意見 当日議会回答 町確認結果

自分は40代で農業従事者。集
団健診時は農業繁忙期で仕事
を優先してしまい受診していな
い。健診期間を伸ばしてほしい。
（他 日程が合わなかったり、混
雑したりするので受けない等の
複数意見。）

意見として受付けました。 集団健診については、検査機器等を
専門業者へ委託しています。検診車の
稼働状況から延長は難しいです。
集団健診ができない方に対して、施設
健診を行っています。7月から翌年1月
まで受診でき、希望の病院と日程調整
ができます。

（八木沢）防災放送が聴きとれ
ない。放送の際は場所などの重
要なポイントの部分はゆっくりと
発音してほしい。

放送に関しては多くの苦情があ
りますが、要因が様々であること
から改善が進んでおりません。
場所を選ばず情報を見ることの
できるノパメールの登録と利用
をお願いしています。

音声放送の重要な部分の発音方法に
ついては、伝わりやすくなるように心掛
けてまいります。ただし、音声放送での
情報伝達には限界があるため、聞き逃
し対策にもノパメールの登録をお願い
しております。

消防団員への応援サポートをす
べき。例えば飲食店の割引をす
るなど。

他町村でやっているところもあ
る。
今回は団員の報酬を見直し、中
型免許講習代が町負担になり
ました。

福島県の事業として、消防団員証を提
示するとさまざまなサービスが受けら
れます。（ポイント付与や割引など）
また、令和4年度からは団員報酬を増
額しております。

（雀林）基盤整備が２名の合意
が得られず進まない。全員の合
意がなくても実行できる方法は
ないものか。

地区の合意が前提です。理解
が得られるよう担当課と説得し
ていくことですが、良い案がない
か町に相談してみます。

地域の合意形成が必要となるため、
引き続き話し合いを進めてまいります。

赤沢には多くのため池がある。
県の調査員が４月～５月ごろに
来たが、区長に連絡はないの
か。

強度調査を行いました。今後は
連絡するよう町に伝えます。

県から日程等の情報提供がありまし
たら、該当地区へお知らせいたします。

(寺崎)除雪の時に壊れた道路
をすぐに直してほしい。

町でも道路パトロールをして小
さなものは随時直している。早く
やらないと事故につながるの
で、すぐに対応します。

修繕済み
（7月19日確認）

旧赤留塔寺線の工事が一時中
断後再開した。しかしながら、そ
の工事が継続していることで、
ほかの要望を区長会に出せな
いのはなぜか。八木沢は大きな
地区であり、地区の規模を考慮
し要望を受けるべきではない
か。

実施計画に基づいて工事を進
めています。
計画が上がっているのか担当
課に確認します。

工事に関しましては、基本的に１地区１
事業で行っているところでありますが、
地区からの要望に関しましては、緊急
度合い、危険度合い等もあることから、
受け付けは行っております。

赤沢分館の今後についての説
明会を行ってほしい。

３月に行う予定でしたが、コロナ
感染拡大防止のため中止にな
りました。今後行う予定です。

昨年度実施できなかった分館廃止に
向けた懇談会を10月に開催する予定
ですので、避難場所についても担当課
と連携し、町民の皆様へ周知してまい
ります。



【 尾岐 】
町民意見 当日議会回答 町確認結果

値上げ情勢を踏まえ、年金額の
引き下げにより、あいあいタク
シーの利用も厳しい状況にあ
り、年金生活者へのタクシー券
補助の拡充を求む。

担当課へ伝えます。 いつも美里あいあいタクシーをご利用
いただきまして有難うございます。この
あいあいタクシーは、国の認可を受け
たオンデマンドの交通システムで、自
宅前から町内各所へ行けるのが特徴
です。
あいあいタクシーの料金は、毎年町か
ら運行に対する補助金を交付し、通常
のタクシーよりも安価に設定しておりま
すので、年金生活者の方へのあいあ
いタクシー券助成等については、現在
考えてはおりませんので、ご理解を願
います。

農業資材等が倍程度値上がり
しているなか、米価は下落して
いる。益々離農や耕作放棄地が
増えていくことが懸念される。早
急な対策を町に要望してほし
い。

町に対応を求めます。 米価の回復について見通しが立たな
いことから、引き続き複合経営を推進
するための支援を行ってまいります。
また、農業資材の高騰対策について
は、町独自で支援を行っているところ
でありますが、今後は、国や県において
も支援策が示されることから、国・県の
動向を注視しながら対応を検討してま
いります。

行政や議会と町民が懇談する
機会をもっと計画してほしい。

要望として受付ました。 （議会）前向きに取り組んでまいりた
いと思います。

運動できる施設や集える施設を
なくさないでほしい。町民福祉
や高齢者健康維持、地区災害
避難場所として存続を望む。
（複数意見）

担当課へ伝えます。 令和３年度に策定した公共施設等長
寿命化計画や体育施設整理計画に
基づき、老朽化した施設の改修や廃
止等を進めていかなければならないと
考えております。高田地域にある生涯
学習センター分館は令和５年度末に
廃止、体育場についても耐用年数を
既に経過している建物もあるため今後
廃止する予定です。



【 東尾岐 】
町民意見 当日議会回答 町確認結果

集団健診は日程が合わなかっ
たり、混雑したり、現地までの足
の確保が難しかったりするの
で、検診車で地区を回るのはど
うか。

担当課へ伝えます。 町の健診は保健衛生協会に委託して
います。協会の検診用車両は市町村
から民間企業まで多くの検診業務に
利用されおり、検診車を地区に回して
実施することは日程的に難しい状況で
す。全地区対象日としている土曜、日
曜日や施設健診に変更することがで
きますので、ご利用ください。

申込みから当日までの流れが
イメージしづらい。図やイラスト
を用いて予約から当日までの
流れを町民に伝えたらどうか。

担当課へ伝えます。 次年度の健康カレンダーや広報で、よ
りわかりやすい周知方法について検討
します。

公民館を無くした場合、災害避
難所はどこにするのか。「尾岐に
来い」と言われても迂回路困難
地域のため行けない。

担当課へ伝えます。 災害時の避難については、避難所や
避難場所だけでなく、安全な場所にあ
る親戚や知人宅に行くことなども一つ
の方法です。町が開設する避難所に
ついては、災害の種類によって、開設
する場所が変わりますので、その都度
情報をお知らせします。お住いの地区
に迂回路困難の危険性があるのであ
れば、早期の避難が重要だと考えま
す。

公民館を廃止せず、消防団の
防災訓練地としての使用はどう
か。

担当課へ伝えます。 消防団の訓練の頻度がそれほど多く
ないので、公民館を防災訓練地として
の使用は考えておりません。

尾岐窪～関根間で冠水するとこ
ろがある。

担当課へ伝えます。 会津若松建設事務所へ状況を伝え、
対策について要望してまいります。

東尾岐2区（旧東尾岐小南側）
で鉄砲水により石が道に上がっ
てしまい怖い。

担当課へ伝えます。 会津若松建設事務所へ毎年要望して
いるところですが、引き続き対策につ
いて要望してまいります。



町民意見 当日議会回答 町確認結果

遅沢は歩道も除雪しないと防火
用水を利用できない。

担当課へ伝えます。 歩道除雪につきましては、県より町に
委託されており、早朝除雪は行えませ
んが、定期的に除雪をおこなっており、
今後も継続し除雪を行います。
また、水利の確保は地元消防団に適
切な管理をお願いしているところです。

秋に再度意見交換会をやって
ほしい。

広報委員会へ伝えます。 （議会）現状コロナ禍もあり、今年度の
秋の開催は見送らせていただきます。



【 本郷A 】
町民意見 当日議会回答 町確認結果

①受診者及び未受診者の年
齢、職業等について伺う。
②担当課の活動や他市町村と
の比較について伺う。
③社会保険から国民保険に
なったとき、事前の受診喚起を
しているか。
④地区を訪問して健康教室や
運動教室を要望する。

後日連絡します。 ①30歳以上を対象とし、30.40.50
代の受診率が低く30～35％程度で
す。
②健診受診率に関して、他市町村との
比較は行っておりません。
③行っております。
④健康教室等の開催について、希望
があれば相談の上対応させていただ
いております。

加齢性難聴は認知や疎外感な
どの付帯する疾病のもとになる
ため、補聴器が効果的であり購
入補助を要望する。

初めて認識したので皆さんの意
見により議会でも話合いをして
いきます。

現在のところ実施する考えはありませ
ん。

施設健診及び人間ドックを隔年
でなく、毎年にしてほしい。

人間ドックを毎年受診すること
の要望を受けました。

人間ドックは多くの方に受けてもらうた
め隔年としております。施設健診は毎
年受診できます。

本郷温泉施設売却に際し、住
民説明会では観光資源や地域
振興に貢献する業者として売却
を勧めたが、地元住民には不満
が続出している。現在の施設で
は地域コミュニティも人口減少
にも貢献がない。今後新鶴や高
田温泉も売却予定であるが、現
在の本郷温泉の検証をしてい
かないと同じ不満を繰り返すこ
とになる。
住民と行政、業者との三者協議
を開催し地域にあった経営体制
を確立してほしい。新鶴施設は、
学校合宿所とするなどターゲッ
トを絞った運営を望む。

実態を把握し、改善できること
は改善し、今後新鶴温泉に活か
して行けるよう検討していきま
す。
高田温泉は湯量が少ないこと
から、保健施設等は残し温泉施
設の売却を進めています。
新鶴施設は、学校合宿所とする
などターゲットを絞った運営を
公社へ提案して行きます。

本郷温泉湯陶里の民間譲渡につきま
しては、令和３年３月に譲渡手続きを
完了し、４月より新たな事業者による
経営体制のもと営業を行っており、不
定期ではありますが、経営についての
打合せを実施し、経営や運営に対する
検証を継続しております。その中では、
コロナ禍の影響による様々な利用制
限等によって、本来めざしていたサー
ビスが展開できないことが、不満の原
因のひとつだと検証しております。一方
で、せせらぎ公園を訪れているアウトド
ア志向の若いファミリー層を取り込む
など新規開拓も進んでいる状況であ
り、改善の兆しも見えております。今後
も民間による運営手腕を注視しつつ、
住民の皆様からのご意見も提案して
いくことで、三者協議の代替にしてま
いります。また、民間への売却を進めて
いる新鶴地域についても、アフターコ
ロナに向け、官民連携して取り組んで
まいります。

今回の参加者数をどうとらえる
か設定やPRの仕方を考慮すべ
きであるし、時間の設定も考慮
する必要がある。

時間について検討します。 （議会）コロナ禍での開催において、
多くの方に参加いただけたことに感謝
しております。周知方法及び時間の設
定について今後検討してまいります。



【 本郷B 】
町民意見 当日議会回答 町確認結果

消防団活動、報酬について。
町は分団ごとの収支を把握して
いるのか。
①なぜ明細書がないのか。
②出動していない団員の報酬も
町から分団へ出ているのか。
③消防団の訓練研修を全体で
開催してはどうか。
④集落から消防団への寄付金
は違反とならないのか。
⑤屯所は禁酒にすべきではな
いか。

担当課へ伝えます。 消防団員の報酬については、各分団
ごとにまとめて支給しておりますので、
総支給額については把握しておりま
す。（令和3年度まで、令和4年度から
は個人口座に直接支払い）
①各分団で適切に処理していると認
識しております。
②辞令を出している団員の報酬は支
払いしております。出動の有無は問い
ません。
③新入団員訓練、幹部訓練など各種
訓練を実施しております。
④弁護士にも相談して、違法ではない
と認識しております。
⑤伝統的に消防団活動後の慰労をす
ることもあり、過度なものとならない限
り、認めております。（現在は新型コロ
ナ感染症対策で自粛をお願いしてお
ります）

あいあいタクシーで週一回でも
町外に行けるようにしてほしい。
町内では賄えない事が多い。

担当課へ伝えます。 美里あいあいタクシーは、地域の公共
交通空白地域に住む住民の方々を対
象としたオンデマンド（その都度来てく
れる）交通システムで、町内運行に限
定した認可を国から受けて運営してい
る公共的な交通であるため、町外への
運行はできませんのでご理解願いま
す。
そのため、町は公共交通に係る計画に
おいて、あいあいタクシーを地域内（町
内）交通として位置付け、町外へは鉄
道、路線バス・タクシーという交通体系
としております。
　そこで、美里あいあいタクシーは、既
存の公共交通への乗り継ぎ場所へ直
接運行することで、既存の交通事業者
と共存することにしました。
　ご意見のあった他の市町村への直接
乗り入れについては、町民アンケート
でもご要望があることを承知しており
ますが、これから導入する新たなシス
テムでは、アプリ予約やスムーズな乗
り継ぎ等サービス向上をしてまいりま
すので、ご理解をお願いいたします。



町民意見 当日議会回答 町確認結果

イノシシがのり面に穴を掘って
酷く荒れている。状況確認を要
望する。(新福永橋手前右側)

担当課へ伝えます。 イノシシによる掘り返し跡につきまして
は、現地確認を行ったところ時間の経
過から雑草が繁茂し、のり面での掘り
返し跡は確認出来ませんでしたが、付
近の耕作放棄地においてイノシシと思
われる掘り返し跡が確認されました。
イノシシの捕獲・防除対策につきまして
は、地元区長と連絡調整をしておりま
す。

電柵の購入補助はあるが、管理
費の補助が欲しい。

担当課へ伝えます。 有害鳥獣防除事業補助金として、有
害鳥獣対策事業に関する資材の購入
に要する経費に対して補助しておりま
す。
電気柵の維持管理は、被害防除を行
ううえで重要であると認識しておりま
す。管理費の補助につきましては、除
草剤・草刈り機・燃料代などが想定さ
れ、いずれも汎用性が高いものと思わ
れますので、他制度の利活用を含め
今後検討して参ります。

以前は人足で川の中も草刈り
をしていたが事件が起きて委託
とした。工事は来年でいいから
草刈りを早急に行い増水の心
配をしている住民を安心させて
ほしい。

区長からの要望書を町長へ提
出

会津若松建設事務所へ要望しており、
８月中旬に回答予定とのことです。

現在人足で集落内の草刈りを
行なっているが、今後高齢化で
できなくなる。県道は業者が
行っているが、集落内は業者委
託等方法はないのか。

他の自治体では地縁団体を作
り補助金を受けている所があ
る。どのような方法があるか町
に確認します。

集落内の農道や農業用水路敷の草
刈り等、地域の共同活動の支援を行う
制度がございます。詳細につきまして
は、農林土木係までお問合せくださ
い。



【 新鶴A 】
町民意見 当日議会回答 調査結果

受診率について、地区別で受診
率を見える化すると意識向上に
つながると思う。いかにして受診
率を上げるか、町として声かけ
が必要。地区別目標設定などし
て周知したらどうか。

現在、町でそのようなデータを
作っていないようなので確認し
ます。

総体的なデータの把握が必要であり、
地区別のデータは作成していません。
未受診の方々の意識向上につながる
ような勧奨の通知をしています。

磐梯町では首長と課長で全地
区を回り、補正であげたり、翌年
の予算であげて解決する。美里
町でも首長が変わって区長と直
接話す場を設けてもらったが、
何を話したのか知らない。しか
も年度が変わって区長が変わっ
たので無かったことと同じになっ
たが何のための話し合いだった
のか教えてほしい。

町へ伝えます。 地区の現状や課題等、自治区長の率
直な意見を伺いました。内容について
は庁内で共有し、それぞれの課題につ
いて、優先順位を決めて取り組んでい
ます。

区長会において地区要望の数
は何の根拠に基づいて設定さ
れているのか。(複数意見)

行政区の人口割等で決めてい
ると思われますが、町へ確認し
ます。

自治区長連絡協議会の中で協議し、
決定した内容です。

町林保全について、全く入って
いない状況にあり将来が心配
だ。(小沢山林道管理)

林野保護組合が年一度の林道
除草を行っています。

林道の維持管理のため、関係森林所
有者及び地元居住者で林道愛護団
体を組織していただき、林道の維持管
理に要する費用の一部を交付する制
度がございますので、農林土木係まで
お問合せください。

地区の運動会の開催予定を早
くお知らせ願いたい。準備が大
変である。

担当課へ伝えます。 「中止」について、広報あいづみさと８
月号（P21）でお知らせしました。



【 新鶴B 】
町民意見 当日議会回答 調査結果

あやめの湯と新鶴温泉がなくな
ると、高齢者が集まるところがな
くなる。町民と町外の利用客の
利用料を一律にすることで誘客
につながるのではないか。でき
れば残してほしいのだが。

あやめの湯は３年ごとのボーリ
ングに約1500万円かかってい
る。温度も低くボイラーで沸かし
ているため費用がかさみ、町で
経営するのは難しい。新鶴健康
センターは現在一社から経営譲
渡の問い合わせが来ています。

あやめの湯につきましては、現在、源泉温
度の低下と温泉湧出量の著しい減少（現
在約39℃、湧出量：毎分5リットル（1日
当たり7.2㎡））と併せ、給湯用ボイラーの
稼働が限界で、いつ壊れてもおかしくはな
い状態となっております。施設も老朽化が
進み、今後この施設を維持していくために
は、莫大な維持費が必要となります。町と
しましては、将来的な人口減少や維持費
用の増加が及ぼす影響を考慮し、温泉施
設は廃止の方向で動いておりますが、今
後のあやめの湯の利活用につきましては、
様々な年代の利用や町の観光振興等に
つながるよう、関係課や関係機関と意見
交換を行いながら取り組んで参りたいと
考えております。
また、新鶴温泉健康センター等につきまし
ては、民間譲渡に応募のあった会津若松
市内の1社について、6月30日に譲渡先
候補法人等の選定委員会を開催し、応募
書類と代表者のヒアリング、選定結果に
対する委員の過半数の賛成意見を踏ま
え、譲渡先候補法人として町長が決定し
ました。今後につきましては、町議会の議
決を得たのちに正式決定し、令和5年4月
以降の再オープンを予定しております。

健診もそうだが、今回の意見交
換会も宣伝不足。開催時間も集
まりにくい。

回覧板と６月1日発行の議会だ
よりでも発信しました。

（議会）回覧板と議会だより及び議会
HPでお知らせしています。

後期高齢者の医療費負担金は
いつから、どのようにあがるの
か。

担当課に確認します。 令和4年10月より1割・2割・3割にな
る予定です。

本を町の図書館に寄付をしてき
たが、３年以内の発行の物しか
受け取らないと言われた。断る
際も丁寧な対応があるべきと思
うが。

サービス向上を願い、担当課へ
伝えます。

図書の寄贈受入基準については開館
当初より変更はありません。①発刊か
ら３年以内のもの②副本のないもの、
少ない郷土資料③保存状態のよいも
の など
また令和３年度末の図書館蔵書冊数
は、図書館規模３万冊を超え35,141
冊であり、閉架書庫も限られているこ
とからお断りする事例も出ているところ
です。しかしながら、来館される利用者
一人ひとりに丁寧に対応するよう、職
員の接遇改善、図書館サービス向上
に努めてまいります。


